




第１章

考え方
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1.3 通常の学級で発達障害のある子供にICTを用いた指導

教員が「どうやって教えたらいいの？」と悩む子供の学級での様子

子
供
の
様
子

子
供
の
気
持
ち

やる気がない。

私語が多い。

話を聞かない。

立ち歩く。

作業が遅い。

ノートをとらない。

一体どこを
見ればいいの？

言われただけじゃ
よくわからない。

読むのに時間が
かかる。
漢字が読めない。

計算だけできない。

文字の形が
うまく書けない。
書くのに時間が
かかって大変。

細かい手先の
作業ができない。

いろんなものに
気が散ってしまう。

子
供
の
障
害
に
よ
る
困
難
さ

学
級
で
の
I
C
T
の
活
用
例

見ることが
難しい。

聞くことが
難しい。

読むことが
難しい。

計算することが
難しい。

ノートをとることが
難しい。

細かな操作や
作業が難しい。

調べることが
難しい。

集中することが
難しい。

　教員が教え方に悩む子供は、「本人が困っている」状況にあるのです。本
人の困難感に寄り添った指導を考えることは、教員の教え方の悩みを解決す
ることにつながります。子供の立場からの困難感に目を向けましょう。

　発達障害の子供たちとそうでない子供たちを簡単に区別することはできません。発達障害の診断を
受けていない子供でも、ICTを活用した支援を受けることには意味があります。
　障害のある子供たちへの支援は、学級のすべての子供たちにとって、それぞれの学習スタイルに応
じた学びを保障するものとなります。

実は、子供たち本人が非常に困っています
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1.4 集団と個への配慮、学級経営上の留意点

皆同じ 皆違う、違っていていい、違っていることが自然である

学級の中でのICTの使い方

１．ICT機器をすべての子供に用いる

２．ICT機器を教材の１つの選択肢として、子供が選び使用する

３．ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる

　通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性
が関係している場合があります。
　その特性に配慮して支援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合があります。

　ICTを用いた支援は、クラスの中で

　 

など、様々な用い方が考えられます。 

　通常の学級にいる子供たちは学習スタイル（学習のしやすい感覚や処理様式）が皆異なります。そ
れぞれの子供が、自分の学習スタイルに合ったやり方で学習内容にアクセスできるようにすることが
よいのです。
　ICTの活用は、教材教具としてのレパートリーや文具としての簡便さを増やし、子供が自分の力を
十分に発揮できる環境を作りやすいという点で、非常に効果的であると考えられます。

　学級の子供たちが「皆同じ」ではなく、一人一人の子供が異なる機器や手立てを使えるように、
「皆違っていい」ということを教えていくことが大切です。
　同じ物を使う、という平等さから、「それぞれが元々違うのだから、違って当たり前」という考え
方への転換をしていかなければなりません。

子供たち一人一人の個性を認め合える学級作りが必要です
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特定の子供のみにICTを利用する場合

　特定の子供が、「なぜ特別にICTを使用して学習するのか」について、周りの子供に対して説明する必要が
あります。「〇〇ちゃんは聞くことが苦手なので…」というように「特性」として説明するなどして、「〇〇
ちゃんは…障害です」などと「障害」という言葉を使用することには慎重になる必要があります。「特性」
として伝える場合にも、具体的にどのように説明をするかについて、保護者、本人、担任、特別支援教育
コーディネーター等がしっかりと話し合って考えていく必要があります。

●ICT機器をどのように使うことができるのかを説明し、授業の中で使うことについ
て確認する。
●場合によっては、事前に通教指導教室や自宅などで使用することにより、子供自身
が判断ができるよう促す必要もある。
●子供自身の意志を確認する。

子供に対する
確認

●保護者と担任教師の間で使用の状況について確認と合意を行う。
●管理職と担当のみならず、教職員全体で対応方針について確認する。
●教科担任制の場合などは、教員同士が連絡を取り合い、ICT機器の使用について確
認、合意する。

学校としての
対応方針の確認

●具体的なICT機器の使用の仕方について、子供、保護者、使用場面に立ち会う教員
などで確認する機会を設ける。
●学級の子供たちに、実際にどのように説明するかについて、本人や保護者の同意を
得る。
●学級の子供たちに対して、特定の子供がICT機器を使うことについて説明する。

周囲の
子供たちへの説明

●教員の気づきや保護者との面談を通して、
　子供の状態を把握する。実態把握

●「個性を認め合う学級作り」の大切さや方法を学ぶ。
●特定の子供の特性に合わせたICT機器の活用方法を検討する。支援方法の検討

特定の子供がICTを利用することについて周囲の理解を得るために大切にしたい視点
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学級全員でタブレットPC等のICTを利用する場合

１．ペアでの利用

２．グループでの利用

　学級の全員がタブレットPCを使う場合、以下のような学習形態があります。

　意図的にペアで利用させることで、タブレットPC
の使い方を互いに助け合いながら、学習効果を高め
ようとする授業形態です。
　２人に１台、また１人に１台での活用も考えられ
ます。

　４、５人程度のグループで活動したり問題解決に
あたる学習活動です。
　グループに１台、またグループに複数の活用も考
えられます。

　発達障害等があり、学習に困難のある子供たちは、その操作が難しく、十分に活用しにくい場合も
考えられます。
　どの形態においても、習熟するまでは、操作について自由に子供同士で教え合える雰囲気をつくっ
たり、教員がティーム・ティーチングで入る、またはICT支援員が支援に入るなど、操作自体につい
ていけない場合があったり、失敗経験が積み重なり拒否反応がでてしまったりしないように工夫する
必要があります。

グループ活動の中で、４台一組として、異なる機能を同時に利
用している様子です。
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第２章

事　例
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子供の様子

１．板書やプロジェクタの内容がすぐに読み取れず、読むのに時間がかかる。

２．単語や文章を飛ばしたり、文章をどこまで読んだかわからなくなる。

困難さを支援するICTの機能

●板書やプロジェクタで映し出した内容を、デジタルカメラやタブレットPCで、撮影・記録することで、授業後
にも自分のペースで学習することができます 。

●デジタル教材には、文章を音声により再生させたり、再生されている箇所をアンダーラインで表示させたりでき
るものがあります。また、読みやすい大きさに拡大したり、フォントや行や文字間隔を調整できるものや、漢字
にルビを表示できるものもあります。

2-1　読むことが難しい子供に対して

鳴
く

な
く

　読むことの難しさの背景には、その文字がどういう形をしているのかわからない、その文字が表す音を想起すること
に時間がかかる、行末から次の行頭への視点の移動がスムーズにいかず、ずれてしまう、注意の集中ができない、どこ
まで読んだか覚えていられないという記憶の問題など、いろいろな原因があります。
　１は、文字の形がわからない、その文字が表す音をすぐに想起できないという困難さがある場合
　２は、どこまで読んだか覚えていられないという記憶の困難さがある場合、
　などが考えられます。

読むことの難しさにはいろいろな背景があります！要因として考えられる背景

10 発達障害のある子供たちのためのICT活用ハンドブック　通常の学級編



学級で実践する場合の留意点

●デジタル教材の多くは、文章だけでなく、音声や動画などがもりこまれたコンテンツとして制作されています。
音声で再生できるのが一部だったり、再生速度を変えられなかったりと、使いやすさの点で考慮しなくてはなら
ない場合があります。

●音声読み上げ機能や録音／再生機能を使用させる場合には、周囲の子供への影響を考慮する必要があります。モ
ノラル式のイヤホン等を準備した上で、授業への参加や子供同士のコミュニケーションに支障が出ないよう、あ
らかじめ使用する際のルールを学級全体で確認しておく必要があるでしょう。

 パソコンやタブレットPCの基本ソフトには音声読み上げ機能がはじめからついていたり、無償で提供され
ている場合があります。読み上げ速度を調整したりすることで、子供が自分にとって理解しやすいスピード
で聞くことができます。

読むことへの支援ツール

パソコンやタブレットPCに最初からある音声読み上げ機能を使ってみよう！

　教科書を音読している時に、どこの行を読んでいるのかわからなくなったり、読み飛ばしなどがある場合
は、定規をあてて読んだり、厚紙等をくりぬいて囲みをつくり、読みたい部分に注目させるような方法も役に
立ちます。

従来の教材教具の活用

　音読を行う前に、デジタル教材の読み上げ機能を使い、単語や漢字を“どのように読むのか”についてあ
らかじめ学びます。

　これにより、聞くことはできるが読むことが苦手な子供でも、取り組みやすくなり、今までよりも音読に
かかる時間が減ります。教室内での一斉読みや一文読みへの参加もスムーズになります。

教科における取り組み－国語

デジタル教材を使うと音読がしやすい！

新しい教材文の音読をする場合
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子供の様子

１．教材、板書を見ても、様々なところに目が行き、本当に大切な部分が目に
入らない。

２．教室の明るさによって、教材や黒板が『まぶしくて』見えにくい。

2-2　見ることが難しい子供に対して

困難さを支援するICTの機能

●実物投影機やタブレットPC等のズーム機能で、教材を大きく・わかりやすく映すことができます。使用してい
る教材を、教室のスクリーンや手元のタブレットPCの画面上に映し、強調したい部分だけを拡大したり、○を
付けたり、線を引いたりすることができます。

●タブレットPCの白黒反転機能や画面のカラーを変更するアプリ*で、教材を見やすくすることができます。タブ
レットPCの画面設定（明るさ、色調など）を変更することで、自分にとって見やすい環境を自分で調整するこ
とができます。　

コントラストの反転だけでなく、アプリを使用すれば様々な色調への変更も可能です。

　見ることの難しさの背景には、どこに注目すべきか判断できないといった選択的な注意の問題や注意を持続すること
の困難さ、物の形が見分けられない、光の感覚過敏など、いろいろな原因があります。
　１は、注目すべき場所がわからない、注意の集中の困難さがある場合、
　２は、光の感覚過敏がある場合、
　などが考えられます。

見ることの難しさにはいろいろな背景があります！要因として考えられる背景

*アプリ…アプリケーションソフトウェアの略で、パソコンやスマートフォンで動作するソフトウェアを指す。
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